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論文内容の要旨

本論文は角度変調された狭帯域雑音の復調法および応用に関する研究の集成である。

最近の通信工学および電波天文学の分野における著しい進歩発展に伴い，フェージング媒体上で

伝送されるアナログ信号および天体の表面より発する熱幅射波など，雑音状信号の変調および復

調法ならびにその応用が重要な研究課題となっている。

第 1 章では，従来より行なわれてきたこの種の研究概要と本研究との関係を系統的に説明し，

本研究の意義を述べている。

伝送路で多重伝播あるいは対流圏散乱の影響を受けた角度変調波には振幅および位相にゆらぎ

を生じる。

第 2 章では，包絡線に Rayleigh そして位相に一様なフェージングを受けた角度変調系のモデ

ノレとして角度変調された狭帯域雑音および背景雑音の合成プロセスに対する周波数検波器応答

を，さらに狭帯域雑音の変復調系を雑音電力測定法へ応用する基礎として，角度変調された狭帯

域雑音，角度変調された正弦波および

解析している。

搬送波として正弦波を用いる通常の角度変調系と異なり，搬送波として雑音を用いる角度変調

系では，元の無変調雑音搬送波の位相角と比較検波することによって位相角の動揺成分がなくな

る。

第 3 章では，狭帯域雑音であるパイロット信号を利用する代りに伝達すべき信号を反転時分割

多重化して周波数変調し，検波後それらを分離して差動的に復調する方法を提案している。そし

て本システムの出力 SN比を解析し，通常の周波数変復調系と比較検討を行なっている。現在各

所で実用されている長距離対流圏散乱通信に本システムが役立つものと期待できる。
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徴弱な雑音状信号電力の測定に際して，とくに考慮される必要のある事柄は受信機内部雑音お

よび受信機利得変動の影響に対する対策であり，第 4 章では，この利得変動に直接影響されない

FM式雑音電力測定法を提案し，微弱な入力雑音のもとで本システムの測定感度を解析してい

る。感度の観点より考えるとこのシステムはこれまで用いられてきた Dicke 形 Radiometer よ

りわずかに劣るが，周波数変復調方式の採用によって利得変動に不感応であり，長時間にわたる

安定な測定が可能であるというすぐれた特長をもっている。

本論文の締め括りとして，第 5 章で，結論的な記述を行なっている。

論文の審査結果の要旨

本論文に記述されている研究業績を要約するとつぎのようになる。

(1) 角度変調された狭帯域ガウス形雑音，角度変調された正弦波および背景雑音の合成プロセス

に対する周波数検波器応答を調べ，ブェージングを受けた角度変調系あるいは雑音電力測定法

などのスペクト Jレ解析に便利な式が求められている。

(2) 包絡線に Rayleigh そして位相角に一様なフェージングを受けた角度変調波の SN比を改善

する復調法が述べられ，通常の FM検波システムと比較検討されている。

(3) システムの利得変動に不感応である FM式雑音電力測定法の原理が新しく提案され，徴弱な

入力雑音のもとでの測定感度の解析により最適の動作領域が存在することを明らかにしてい

る。

このように著者は角度変調された狭帯域雑音の復調法および応用に関して研究を行ない，その

業績は通信工学の分野における発展に貢献している。

そこで本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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